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樹脂サイディング普及促進委員会
住宅・生活誌『家と人。』（リヴァープレス社刊）―「家への視点」より―

樹脂サイディング

資料集
樹脂サイディング普及促進委員会
TEL  03-3297-5782
http://www.psiding.jp/

ゼオン化成株式会社　　TEL　03-5208-5134

塩ビ工業・環境協会
TEL  03-3297-5601

樹脂サイディングは、1965年にアメリカで製造が始

まり、リフォームを中心に普及が始まりました。その

後、リフォームだけでなく、新築用の外装材として

アメリカ・カナダを中心に急速に普及し、今日に至

っています。

日本では1990年代半ばに販売が始まり、以来、その

優れた特長が理解されるにつれ、リフォームにとど

まらず、新築においても採用が増加。今後は、さら

なる普及が見込まれています。

ここでは、住宅・生活誌『家と人。』（リヴァープレ

ス社刊）・「家への視点」のコーナーに連載された全

９回のシリーズをまとめています（2004年～2008

年）。樹脂サイディング普及促進委員会では、2007

年から「塩ビサイディング」として呼称を統一して

いますが、連載が始まったのが2004年であることか

ら、ここでは「樹脂サイディング」の名称を使用し

ていることをご了承ください。

編集協力／中村扶（建材技術コンサルタント）
　　　　（有）リヴァープレス社



較
で
す
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
は
、
ア
ル
ミ

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
よ
り
若
干
安
い
レ
ベ
ル
に
な
り

ま
す
。
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
普
及
品
を
使
用

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
外
装
工
事
費
の
み
で
は
、

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
よ
り
安
い
の
で
す
が
、
重

い
の
で
、
既
存
の
壁
に
直
接
張
る
こ
と
が
で
き

ず
、
既
存
壁
を
剥
が
す
必
要
が
あ
り
、
総
工
事

費
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
樹
脂
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
の
工
事
費
は
他
の
外
装
材
の
工
事
費

に
比
べ
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
期
的
に
み
る
と
、
他
の
外
装
材
は

10
年
以
内
に
再
塗
装
や
シ
ー
リ
ン
グ
の
補
修
な

ど
か
な
り
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。
一

方
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
こ
れ
ら
が
不
要
な

の
と
、
万
一
破
損
し
て
も
そ
の
部
分
だ
け
簡
単

に
張
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
後
30
年
間
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
を
含
む
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
、
他
の
外
装
材
の
３
分
の
１
程
度
で
済
み
、

施
主
の
方
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

1・2───岩手県盛岡市O邸・ミサワホームイング東北（株）施工物件

3─────岩手県松尾村・ペンションボーゲン

4・5───宮城県富谷町・小木田邸
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●───参考資料

樹脂サイディング普及促進委員会

ホームページhttp://www.psiding.jp/

●───問い合わせ

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1（六甲ビル8階）

TEL 03-3297-5782

FAX 03-3297-5783

こ
の
よ
う
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が

ほ
と
ん
ど
か
か
ら
ず
、
ク
レ
ー
ム
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
工
務
店
の
方

も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
に
よ
る

工
務
店
の
経
済
的
損
失
だ
け
で
な
く
、
よ
り
重

要
な
信
頼
の
失
墜
と
い
う
問
題
が
避
け
ら
れ
る

か
ら
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
優
れ

た
特
長
と
経
済
性
が
次
第
に
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
、
採
用
が
急
速
に
増
え
て
い
ま

す
。
近
々
、
皆
さ
ん
の
街
で
も
樹
脂
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
の
住
宅
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

素
材
の
長
所
を
最
大
限
に

生
か
し
た
外
装
材

本
誌
７
号
の
「
建
築
と
塩
ビ
建
材
３
」
で
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
そ

の
誤
解
と
真
実
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
塩
化

ビ
ニ
ル
樹
脂
製
の
外
装
材
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
再

度
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
」
製
の
外

装
材
が
生
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
外
装

材
の
こ
と
を
ビ
ニ
ル
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
（V

in
yl

S
iding

）
と
言
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
、
塩
ビ
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
Ｐ
Ｖ
Ｃ
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
な
ど
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
を

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
、
こ
の
外
装
材

の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
樹
脂
加
工
メ
ー

カ
ー
三
社
と
塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会
（
塩
化
ビ

ニ
ル
樹
脂
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
組
織
）
で
は
、

「
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
に
統
一
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、「
樹
脂

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
名
称
を
使
う
こ
と
に

し
ま
す
。

さ
て
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
特
長
に
つ
い

て
は
先
回
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
も
う

一
度
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
耐
久
性
が
よ
く
長
寿
命
で
あ
る
。

・
凍
害
、
塩
害
が
な
い

②
雨
仕
舞
が
良
い
（
漏
水
し
に
く
い
）。

・
シ
ー
リ
ン
グ
が
不
要

チ
ッ
ク
で
す
。

ま
た
、
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
他
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
違
い
、「
配
合
」（
原
料
お
よ
び
副
原
料

の
組
み
合
せ
）
に
よ
り
、
硬
い
も
の
（
パ
イ
プ
、

雨
樋
、
窓
枠
な
ど
）
か
ら
柔
ら
か
い
も
の
（
レ

ザ
ー
製
品
、
電
線
用
被
覆
材
、
壁
紙
な
ど
）
ま

で
、
用
途
と
コ
ス
ト
に
応
じ
て
、
幅
広
い
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
日
用
品
か
ら
高
級

品
ま
で
多
く
の
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、

外
装
材
用
と
し
て
最
適
な
配
合
に
よ
り
設
計
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

ほ
ぼ
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

そ
の
高
い
経
済
性
も
特
長

次
に
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
工
事
費
で
す

が
、
面
積
１
５
０
㎡
の
窯
業
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の

既
存
外
壁
を
各
種
外
装
材
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

た
場
合
の
工
事
費
を
下
表
に
示
し
ま
す
。
工
事

費
は
使
用
す
る
外
装
材
の
グ
レ
ー
ド
や
地
域
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
相
対
的
な
比

環
境
時
代
の
外
装
材
と
し
て
の

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
経
済
性
。

③
軽
量
で
、
住
ま
い
へ
負
担
を
か
け
な
い
。

・
外
断
熱
、
外
張
り
断
熱
に
最
適

④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
あ
る
。

・
塗
り
替
え
が
不
要

⑤
地
球
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
。

・
住
ま
い
を
長
持
ち
さ
せ
る

し
か
し
、
先
回
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
多

く
の
方
が
、
身
近
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
塩

化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
製
品
か
ら
は
、
以
上
の
こ
と

を
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
に
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
そ
の
も
の
の
特

長
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

生
産
量
の
多
い
三
大
汎
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

し
て
は
、
①
エ
チ
レ
ン
樹
脂
（
ポ
リ
袋
、
ポ
リ

バ
ケ
ツ
な
ど
に
使
用
）、
②
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂

（
自
動
車
バ
ン
パ
ー
、
繊
維
製
品
な
ど
に
使
用
）、

③
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
て
い
ろ
い
ろ
な
製
品
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
、
こ
れ
ら

三
者
の
な
か
で
は
耐
候
性
が
最
も
優
れ
、
強
度

な
ど
の
各
種
物
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
プ
ラ
ス

家

へ

の

視

点

　

１

塗り替えや腐朽の心配がなく
リフォームにも最適な外装材。

ミサワホームイング東北（株）

TEL019-658-0009

岩手事業部・鈴木昇二さん

昨年末に手がけたリフォーム物件で、初めて樹

脂サイディングを採用しました。ちょうどその時

期にメーカーの商品勉強会があり、北米ではすで

に40年ほどの歴史があり、大半の住宅で採用さ

れていると知って、関心を持ったことがきっかけ

です。製品コストは塗装や窯業系サイディングに

比べて割高ですが、錆びたり腐ったり、色が剥げ

たりということがなく、耐久性が高い点は魅力で

した。

早速、当初塗装の予定だったお客様に提案した

ところ、賛同を得られたので採用に至りました。

軽量のため、持ち運びが楽な点はビルダー側のメ

リットでもあります。今後は色調のバリエーショ

ンも増えると聞いていますから、お客様の選択肢

が広がる意味でも期待しています。イニシャルコ

ストの割高感よりも、メンテナンス経費の激減と

耐久性の長さを評価するユーザーが増えれば、国

内でも普及が広がるのではないでしょうか。

外装改修工事費比較（外壁面積150G）

各種外装工事

足場工事

下地工事

外装工事

シーリング工事

工事費合計

30年間の

メンテナンス費用

期間工事費用合計

１年当りの負担額

塗　装

150,000円

140,000円

（洗浄処理）

480,000円

30,000円

800,000円

７年ごとに塗装

3,420,000円

4,220,000円

140,000円/年

窯業サイディングﾞ

150,000円

750,000円

(既存壁剥がし

+木下地処理)

900,000円

200,000円

2,000,000円

7年ごとに塗装

3,420,000円

5,420,000円

180,000円/年

アルミサイディング

150,000円

120,000円

(木下地処理)

1,450,000円

100,000円

1,820,000円

7年ごとに塗装

3,420,000円

5,240,000円

174,000円/年

樹脂サイディング

150,000円

120,000円

(木下地処理)

1,350,000円

―

1,620,000円

―

1,620,000円

54,000円/年



北海道（江別市） 

北海道（夕張郡） 

宮城県（仙台市） 
宮城県（白石市） 
茨城県（猿島郡） 
茨城県（新治郡） 
埼玉県（新座市） 
埼玉県（岩槻市） 
埼玉県（三郷市） 
千葉県（流山市） 
神奈川県（伊勢原市） 

愛知県（小牧市） 

岐阜県（揖斐郡） 
愛媛県（新居浜市） 

岡山県（岡山市） 

佐賀県 
（三養基郡） 

山口県（周南市） 

滋賀県（甲賀郡） 

大阪府（大阪市） 

富山県（婦負郡） 

富山県（高岡市） 

●リサイクル施設●中間受入場 

2000年度 土木・建築 
57％ 

日用雑貨・ 
その他 
9％ 

農林・水産 
6％ 

自動車・車両 
6％ 

工場設備 
11％ 

容器・包装 
6％ 電機・機械4％ 

の
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
根
本
的
な
難
し
さ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
回
収
や
再
生

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
二
酸
化
炭
素
も

発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
、
環
境
を
汚
染
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

即
ち
、
現
在
の
よ
う
な
大
量
生
産→

大
量
消
費

→

大
量
廃
棄
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
で
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
も
、
資
源
節
約
に
も
環
境
汚
染
防

止
の
解
決
に
は
な
ら
ず
、
今
の
ま
ま
の
使
い
捨

て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
、
い
わ
ゆ
る
循
環
型

社
会
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
今
後
よ
り
優
れ
た
も
の

が
開
発
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
だ

け
に
頼
ら
な
い
省
資
源
対
策
、
環
境
汚
染
防
止

対
策
を
選
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
量
生
産→

大
量
消
費→

大
量
廃
棄
の
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
少
量
生
産→

製
品
の
長
寿
命
化→

修
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と

い
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
基
本
に
な

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
持
続

可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
は
、
使

い
捨
て
製
品
を
大
量
に
作
る
の
で
は
な
く
、
長

寿
命
製
品
を
必
要
量
だ
け
作
り
、
そ
れ
を
修
理

し
な
が
ら
大
事
に
長
く
使
う
シ
ス
テ
ム
へ
考
え

方
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

図
３
に
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
用
途
を
示
し
ま

す
。
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
、
主
に
建
築
・
土
木

や
産
業
分
野
な
ど
耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途

が
多
く
、
日
用
品
に
は
15
％
ほ
ど
し
か
使
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
に
も
適
し
た
材
料
と
い
え
る
の
で

長寿命建材「樹脂サイディング、樹脂サッシ」を使用した住宅（北海道旭川市）

す
が
、
む
し
ろ
長
寿
命
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
強
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
誌
７
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
一
番
の
特
長
は
、
高
耐
久

で
あ
る
こ
と
即
ち
、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
こ
と

で
す
。
万
一
破
損
し
て
も
そ
の
部
分
だ
け
を
簡

単
に
張
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
寿
命
で
、
し
か
も
補
修
が
容

易
な
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
資
源
節
約
、
地

球
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
も
今
後
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
る
外
装
材
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
が

確
立
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

本
誌
５
、
７
、
８
号
で
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
製

の
外
装
材
「
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
の
特
長
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
さ
ら
に
、
地
球

環
境
保
全
の
視
点
か
ら
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
図

１
に
示
す
よ
う
に
３
種
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

第
１
は
、
使
用
済
み
の
製
品
を
粉
砕
、
加
熱

溶
融
し
て
、
再
び
成
形
し
て
製
品
に
す
る
方
法

で
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
い
ま
す
。
第

２
は
、
熱
分
解
や
加
水
分
解
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
元
の
原
料
に
戻
し
た
り
、
燃
料
と
し
て
の
油

や
ガ
ス
と
し
て
回
収
す
る
方
法
や
造
粒
し
て
高

炉
還
元
剤
と
し
て
利
用
す
る
方
法
で
、
ケ
ミ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
第
３
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
単
独
、
あ
る
い
は
都
市
ゴ
ミ
と

一
緒
に
焼
却
し
、
そ
の
熱
を
利
用
し
て
電
力
や

蒸
気
と
し
て
回
収
す
る
方
法
で
、
こ
れ
を
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
全
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
３
種
全
て

の
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
一
度
成
形
し
て
し

ま
う
と
熱
を
か
け
て
も
溶
融
せ
ず
、
再
成
形
が

で
き
な
い
も
の
や
、
熱
分
解
し
て
も
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
原
料
と
全
く
同
じ
も
の
に
は
な
ら
な
い

も
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
材
料
で
あ
る
塩
化
ビ

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
リ

サ
イ
ク
ル
が
問
題
に
な
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
将
来
は
前
述
し
た
よ
う
な
確
立
さ

れ
た
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型

社
会
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す

リ
サ
イ
ク
ル
は
現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
他
に
、
金
属
製
品
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
紙
製
品

な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
製
品
に
つ
い
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
は
資

源
の
無
駄
使
い
を
な
く
し
た
り
、
環
境
汚
染
を

防
止
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
コ
ス
ト
は
、
残
念

な
が
ら
特
殊
の
も
の
を
除
い
て
新
品
の
コ
ス
ト

よ
り
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。
こ

長
寿
命
製
品
の
少
量
生
産
を
徹
底
。

修
理
シ
ス
テ
ム
ま
で

構
築
で
き
る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
。

ニ
ル
樹
脂
は
、
３
種
全
て
の
方
法
で
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
化
ビ
ニ
ル

樹
脂
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
で
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
が
最
も
進
ん
で
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
す
。

例
え
ば
、
使
用
済
み
の
農
ビ
は
、
50
％
近
く

が
床
材
や
シ
ー
ト
な
ど
の
材
料
に
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
済
み
の
電
線
被
覆
材

に
つ
い
て
は
、
約
35
％
が
再
び
電
線
被
覆
材
と

し
て
再
生
さ
れ
た
り
、
床
材
や
サ
ン
ダ
ル
の
材

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
最
も
大
き
な
用
途
は
パ

イ
プ
で
す
が
、
使
用
済
み
の
パ
イ
プ
は
現
在
約

60
％
が
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
そ
の

多
く
は
再
び
パ
イ
プ
（
再
生
管
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
イ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
高
い
の
は
、
塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
協
会

が
パ
イ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
的
と
し
て
、
図
２
に
示
す
よ
う
な
全
国
で
53

箇
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
を
設
置
し
、
強
力
に

家

へ

の

視

点

　

２

●─―─ 参考資料

塩ビ工業・環境協会

http://www.vec.gr.jp/

樹脂サイディング普及促進委員会

http://www.psiding.jp/

●─―─ 問い合わせ先

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1（六甲ビル8階）

TEL 03-3297-5782

FAX 03-3297-5783

図３　塩化ビニル樹脂の用途
（塩化工業・環境協会パンフレットより）

図１　プラスチックのリサイクル方法

図２　使用済み塩ビ管・継手リサイクル受け入れ拠点
（塩化ビニル管・継手協会パンフレットより）

廃プラスチック

１．マテリアルリサイクル

２．ケミカルリサイクル

３．サーマルリサイクル 焼却により電力、蒸気として回収

再生材料として再利用

熱分解、加水分解で製品原料化、熱分解で燃料油に利用
造粒して高炉還元剤等に利用



が
好
ま
し
い
。

●
切
妻
部
分
の
大
き
い
大
屋
根
の
２
階
部
分
は

通
常
端
材
が
多
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

端
材
が
少
な
い
材
料
が
好
ま
し
い
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
特
長
と
し
て
、
軽
量

で
あ
る
こ
と
、
端
材
が
少
な
い
こ
と
は
今
ま
で

の
本
誌
で
既
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

﹇
写
真
５
﹈
は
、
別
荘
へ
の
施
工
例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
森
林
な

ど
の
自
然
環
境
に
良
く
と
け
こ
む
デ
ザ
イ
ン
に

な
り
ま
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
塗
装
で
き
る

の
か
と
い
う
質
問
が
と
き
ど
き
あ
り
ま
す
。
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
表
面
塗
装
で
は
な
く
、
顔

料
が
練
り
込
ん
で
あ
る
の
で
、
再
塗
装
す
る
必

要
が
な
い
の
が
特
長
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
塗
料
が
良
く
乗
る
材
料
で

す
か
ら
塗
装
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。﹇
写
真

６
﹈
は
あ
る
保
育
園
の
建
物
に
施
工
し
た
樹
脂

●―――参考資料
樹脂サイディング
普及促進委員会
ホームページ
http://www.psiding.jp/

●―――問い合わせ
樹脂サイディング
普及促進委員会
東京都中央区新川1-4-1
六甲ビル8階
（塩ビ工業・環境協会内）
TEL 03-3297-5782
FAX 03-3297-5783

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
絵
を
描
い
た
例
で
す
。
思
い

も
よ
ら
な
い
面
白
い
試
み
で
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
最
近
、
優
れ
た
耐

久
性
が
評
価
さ
れ
、
一
般
住
宅
だ
け
で
な
く
、

集
合
住
宅
や
高
齢
者
向
け
福
祉
施
設
な
ど
の
公

共
建
築
物
に
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。﹇
写
真
７
﹈
は
、
集
合
住
宅
へ
の
施

工
例
、﹇
写
真
８
﹈
は
、
中
学
校
校
舎
へ
の
施

工
例
で
す
。
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
こ
の
よ
う
な
建
築
物
に
も
良
く
適
応
す
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
ラ
テ
ィ

ス
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
良
く

合
い
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
自
由
度
の
幅

が
広
い
外
装
材
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
好
み
に
合
わ
せ
た
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
を
ぜ

ひ
お
考
え
下
さ
い
。

洋
風
・
和
風
を
問
わ
ず

組
み
合
わ
せ
を
楽
し
む

本
誌
５
、
７
、
８
、
９
号
で
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂

製
の
外
装
材
「
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
の
性
能

に
つ
い
て
の
特
長
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）

性
の
特
長
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
煉
瓦
や
タ
イ
ル
の

よ
う
な
重
厚
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
木
材
に
近

い
柔
ら
か
い
感
じ
の
外
装
材
で
す
。
ま
た
、
耐

久
性
が
良
い
反
面
、
煉
瓦
や
木
材
の
よ
う
な
素

材
自
体
の
風
合
い
や
古
く
な
る
こ
と
に
よ
る
魅

力
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
長
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
―
―
樹
脂
な
ら
で
は
の
カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
が
で
き
る
。

２
―
―
洋
風
住
宅
に
は
も
ち
ろ
ん
、
和
風
住
宅

に
も
よ
く
合
う
。

３
―
―
他
の
建
材
と
の
組
み
合
わ
せ
で
外
観
が

引
き
立
つ
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
。

４
―
―
樹
木
・
草
花
（
自
然
環
境
）
に
よ
く
と

け
こ
む
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
施
工

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

﹇
写
真
１
﹈
は
、
２
色
の
外
装
材
を
組
み
合

わ
せ
た
施
工
例
で
す
。
こ
の
よ
う
に
樹
脂
な
ら

で
は
の
特
長
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

樹
脂
製
品
は
光
を
当
て
る
と
よ
く
光
る
の
で
、

夜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、
外
灯
に
照
ら
さ
れ

る
と
と
て
も
美
し
く
輝
き
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
に
加
え

多
様
な
デ
ザ
イ
ン
に
マ
ッ
チ
す
る

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
意
匠
性
。

﹇
写
真
２
﹈
は
、
出
隅
な
ど
の
部
材
の
色
を

本
体
の
色
と
変
え
た
店
舗
へ
の
施
工
例
で
す
。

こ
の
よ
う
な
２
色
の
組
み
合
わ
せ
も
建
物
が
引

き
立
つ
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
特
に
濃
い
色

の
外
装
材
本
体
と
白
色
の
部
材
と
の
組
み
合
わ

せ
が
よ
く
合
い
ま
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
だ

か
ら
和
風
の
住
宅
に
は
合
わ
な
い
の
で
は
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、﹇
写
真
３
﹈
は

純
和
風
の
住
宅
へ
の
施
工
例
で
す
。
こ
の
よ
う

に
特
に
違
和
感
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
日
本
の
住
宅
は
近
年
、
洋
風
住
宅
が
増

え
て
き
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
あ
ま
り
問
題
に

な
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
階
部
分
に
採
用
し
て

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
に

﹇
写
真
４
﹈
は
、
１
階
に
タ
イ
ル
調
の
窯
業

家

へ

の

視

点

　

3

系
外
装
材
、
２
階
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
施

工
し
た
住
宅
で
す
。
こ
の
よ
う
に
外
装
材
は
一

種
類
の
も
の
だ
け
を
張
る
必
要
は
な
く
、
他
の

材
料
と
組
み
合
わ
せ
る
と
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

に
な
り
ま
す
。
最
近
、
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ト
ン

カ
ラ
ー
の
洋
風
住
宅
が
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

２
階
部
分
を
モ
ル
タ
ル
や
他
の
外
装
材
に
し
た

場
合
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な
り
、
そ
の

と
き
は
足
場
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
使
用
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
海
岸
に
近
く
、
塩
害
が
心
配
だ

と
い
う
こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
２
階
部
分
の
外
装
材
と
し

て
選
ん
だ
の
で
す
が
、
次
の
点
で
も
賢
明
な
選

択
だ
と
思
い
ま
す
。

●
外
張
り
断
熱
工
法
の
住
宅
な
の
で
、
２
階
部

分
は
断
熱
材
に
負
担
を
か
け
な
い
軽
い
材
料

写真1

写真2

写真3

写真6

写真4

写真7

写真8

写真5

［写真１］２色の外装材を組み合わせた施工例
［写真２］外装材本体と部材の色を変えた施工例
［写真３］純和風住宅への施工例
［写真４］窯業系外装材との組み合わせによる施工例
［写真５］別荘への施工例
［写真６］樹脂サイディングに絵を描いた施工例
［写真７］集合住宅への施工例
［写真８］中学校校舎への施工例



と
い
う
違
い
で
す
。

内
断
熱
・
充
填
断
熱
と
外
断
熱
・
外
張
り
断

熱
の
い
ず
れ
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
は
一
概
に
は
い
え
ま

せ
ん
。
要
は
い
ず
れ
の
方
法
で
も
断
熱
性
能
と

気
密
性
能
が
目
標
値
に
達
し
て
い
れ
ば
良
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

充
填
断
熱
＋
外
張
り
断
熱
（
付
加
断
熱
と
も

い
う
）
と
い
う
断
熱
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

方
法
は
充
填
断
熱
の
み
で
は
断
熱
性
が
不
足
す

る
場
合
や
外
張
り
断
熱
材
を
あ
ま
り
厚
く
で
き

な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
断
熱
方
法
で
す
。

断
熱
材
に
は
大
別
す
る
と
繊
維
系
、
発
泡
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
を
使
用
し
て
も
断
熱
性
能
が
目
標
値
に
達
し

て
い
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
が
、
木
造
住
宅
の
外

張
り
断
熱
材
と
し
て
は
繊
維
系
の
場
合
は
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
ボ
ー
ド
や
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
、

発
泡
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
場
合
は
フ
ェ
ノ
ー
ル

系
な
ど
の
不
燃
の
断
熱
材
を
使
用
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

外
断
熱
・
外
張
り
断
熱
は
施
工
性
が
良
く
、

気
密
が
取
り
や
す
い
な
ど
の
理
由
で
、
最
近
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
外
断
熱
・
外

張
り
断
熱
は
、
外
装
材
を
、
厚
い
断
熱
材
の
上

に
施
工
す
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
特
別
な
外
装
下
地
材
を
必
要
と
す
る
場
合
が

あ
る
。

2
外
装
材
の
取
り
付
け
に
特
別
な
留
め
釘
・
留

め
金
具
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

3
外
装
材
自
体
の
重
み
に
よ
っ
て
、
外
装
材
に

ゆ
る
み
が
生
じ
、
そ
の
結
果
断
熱
材
も
ゆ
る
ん

で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

初
期
投
資
は
や
や
高
く
て
も

長
い
目
で
得
を
す
る
視
点
を

近
年
日
本
で
は
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
や
高

齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
求
め
ら
れ
る
住
宅
の
条

件
と
し
て
、
快
適
＋
健
康
＋
安
全
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は

涼
し
く
、
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
、
ア
レ
ル
ギ
ー

や
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
な
ど
を
予
防
し
、
火

事
や
地
震
に
強
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
よ
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
―
―
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
す
る
に

は
、
そ
れ
な
り
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
い
く
ら
で
も
費
用
を
か
け
る
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
初
期
投
資
だ
け
で
な
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
を
で
き
る
だ
け
低
く
抑

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
つ
ま
り
経
済
性
を

考
慮
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
わ
け
で
す
。
今

後
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
地
球
環
境
へ
の
負
担

を
小
さ
く
す
る
た
め
の
配
慮
も
必
要
で
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
今
求
め
ら
れ

軽
量
・
施
工
性
の
高
さ
が
メ
リ
ッ
ト
の

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は

外
張
り
断
熱
工
法
の
新
た
な
選
択
肢
に
。

る
住
宅
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
性
能
は
図
１
に

示
す
よ
う
に
、
快
適
性
、
健
康
維
持
、
安
全
性
、

経
済
性
、
地
球
環
境
保
全
の
五
つ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
住
宅
性
能
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
今
ま
で
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
専
門

家
に
よ
る
記
事
や
専
門
書
の
解
説
に
譲
る
こ
と

に
し
て
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。

住
宅
に
と
っ
て
の
快
適
さ
の
一
つ
は
温
熱
環

境
が
良
い
こ
と
で
す
。
快
適
な
温
熱
環
境
を
実

現
す
る
に
は
断
熱
、
気
密
、
計
画
換
気
、
全
室

冷
暖
房
の
四
つ
が
そ
ろ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
四
つ

が
そ
ろ
う
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
住
宅
に
つ
な
が

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
つ
ま
り
冷
暖
房
費
を
減
ら

し
、
地
球
環
境
の
保
全
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
こ
の
四
つ
の
う
ち
の
な
に
か
一
つ
が
欠

け
る
だ
け
で
、
結
露
や
カ
ビ
が
発
生
す
る
な
ど

む
し
ろ
危
険
な
住
宅
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
四
つ
が
そ
ろ
っ
た
住
宅
は
初

期
投
資
が
多
少
高
く
な
り
ま
す
が
、
長
い
目
で

家

へ

の

視

点

　

4

4
地
震
や
強
風
な
ど
の
大
き
な
力
が
加
わ
る
と

外
壁
全
体
が
ず
り
下
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。

5
外
装
材
の
ゆ
る
み
で
シ
ー
リ
ン
グ
材
が
破
損

し
、
雨
漏
り
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

―
―
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
軽
量
の
外
装
材
の
使
用
が

望
ま
れ
ま
す
。

こ
の
点
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
重
量

が
２
キ
ロ
強
で
、
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
重

量
の
約
10
分
の
１
と
軽
量
で
あ
る
樹
脂
サ
イ
デ

ィ
ン
グ
を
使
用
す
る
の
は
、
外
断
熱
・
外
張
り

断
熱
の
問
題
点
の
解
消
に
有
利
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
リ
ン
グ
施
工
を
必
要
と
し
な
い

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
こ
の
点
で
も
外
断
熱
・

外
張
り
断
熱
用
と
し
て
好
ま
し
い
外
装
材
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

実
際
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
こ
の
よ
う
な

長
所
が
認
め
ら
れ
て
外
断
熱
・
外
張
り
断
熱
用

の
外
装
材
と
し
て
の
採
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
造
住
宅
の
外
断
熱
改
修
施
工
例
を
写

真
１
〜
３
に
、
新
築
住
宅
の
付
加
断
熱
施
工
例

を
写
真
４
〜
５
に
示
し
ま
す
。

戸
建
住
宅
の
（
外
張
り
）
断
熱
改
修
は
も
ち

ろ
ん
、
最
近
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
外
断
熱
改
修
用
の
外
装
材
と
し
て
の
採

用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
樹
脂
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
は
快
適
住
宅
、
健
康
住
宅
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
住
宅
な
ど
の
外
断
熱
・
外
張
り
断
熱
・

付
加
断
熱
用
の
外
装
材
と
し
て
の
出
番
が
ま
す

ま
す
増
え
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
選

択
肢
の
幅
が
、
い
い
意
味
で
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

●──問い合わせ

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1

六甲ビル8階　

塩ビ工業・環境協会内

TEL 03-3297-5782  

FAX 03-3297-5783

見
れ
ば
結
局
は
得
に
な
る
＝
（
経
済
性
が
良

い
）＝
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

外
張
り
断
熱
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

解
消
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段

建
物
の
断
熱
方
法
に
は
、
大
別
し
て
内
断
熱

と
外
断
熱
と
い
う
断
熱
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
充
填
断
熱
、
外
張
り
断
熱
と
も
い
わ
れ
、

こ
れ
は
建
物
の
内
側
（
充
填
断
熱
の
場
合
は
柱

の
間
）
を
断
熱
す
る
か
、
外
側
を
断
熱
す
る
か

ブロック造住宅の外断熱改修（北海道札幌市）
01─施工前、02─施工中、03─施工後
断熱材（壁）：押し出法発泡ポリスチレン３種　厚さ75㎜｠

木造新築住宅（岩手県花巻市）
04─施工中、05─施工後
断熱材（壁）：充填断熱材高性能グラスウール24Ｋ　厚さ90㎜

付加断熱材　硬質ウレタンフォーム厚さ30㎜｠
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に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
上
下

水
道
用
の
パ
イ
プ
は
50
年
以
上
の
使
用
実
績
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
塩
ビ
は
長
寿
命
で
あ

る
こ
と
が
特
長
で
、
約
80
％
が
土
木
・
建
築
な

ど
耐
久
性
が
要
求
さ
れ
る
分
野
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
寿
命
と
い
う
こ
と
は
結
局
、
省
資
源
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
二
酸
化
炭
素
排
出
と
廃
棄
物

の
減
量
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
段
階
で
す
が
、
塩
ビ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
本
誌
９
号
に
も
述
べ

ま
し
た
。
現
在
、
全
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
材
料
と
し
て
再
利

用
す
る
）
率
は
16
％
で
す
が
、
塩
ビ
は
23
％
が

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
図
３
に
示
す
よ
う
に
塩
ビ
製
パ
イ
プ
は
56

％
が
、
農
ビ
（
農
業
用
ハ
ウ
ス
）
は
約
50
％
が

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
塩
ビ
は
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が

最
も
進
ん
で
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
こ
の
点

か
ら
も
地
球
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
製
品
は

少
量
生
産→

長
寿
命
化
へ

以
上
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
同
士
の
比
較
で
す
が
、

他
の
素
材
と
の
比
較
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
塩

ビ
は
断
熱
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
サ

ッ
シ
（
窓
枠
）
と
し
て
使
用
す
る
と
、
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
に
比
べ
熱
損
失
が
約
半
分
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
塩
ビ
製
の
サ
ッ
シ
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
冷
暖
房
を
節
約
す
る
こ
と
に
な

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
二
酸
化
炭
素
排
出
の
低

減
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図
４
は
各
種
素
材
に
よ
る
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の

製
造
段
階
か
ら
使
用
段
階
ま
で
の
地
球
環
境
へ

の
負
荷
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
評
価
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
塩
ビ
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
、
地
球
温
暖
化
と
も
に
地
球
環
境

へ
の
負
荷
は
、
他
に
比
べ
３
分
の
１
程
度
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
石
油
を
原
料
と
し
な
い
木
材
を

使
っ
た
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
負
荷
が
大
き
い
こ
と

を
不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
理
由
は
、
木
材
は
均
質
な
も
の
ば
か

り
で
な
い
の
で
製
品
に
な
る
ま
で
の
歩
留
ま
り

が
悪
い
こ
と
、
乾
燥
機
に
よ
る
強
制
乾
燥
の
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
多
い
こ
と
な
ど
加
工

段
階
で
の
負
荷
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
輸
入
材
の
場
合
、
図
５
に
示

す
よ
う
に
輸
送
工
程
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

か
な
り
大
き
く
影
響
す
る
か
ら
で
す
。

地
球
環
境
問
題
は
大
変
難
し
く
、
視
点
を
変

え
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
こ
と
と
全
く
違
っ

た
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
一
例
で
す
。

近
年
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
の
建

材
が
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
素

材
と
い
わ
れ
る
も
の
を
含
め
あ
る
一
面
だ
け
を

見
る
と
良
く
て
も
、
別
の
視
点
や
地
球
規
模
で

見
る
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
木
材
が
な

け
れ
ば
家
は
建
ち
ま
せ
ん
。
た
だ
、
木
材
を
使

う
場
合
、
地
域
材
の
使
用
と
そ
の
た
め
の
日
本

の
林
業
の
復
活
を
是
非
と
も
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。（
※
１
）

こ
こ
半
世
紀
ほ
ど
私
た
ち
日
本
人
は
、
大
量

生
産
↓
大
量
消
費
↓
大
量
廃
棄
、
即
ち
「
使
い

捨
て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
」
の
中
で
生
活
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ

塩
ビ
は
省
資
源
型
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

今
ま
で
６
回
に
わ
た
っ
て（
塩
化
ビ
ニ
ル
）
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
特
長
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
つ
で
、
樹
脂

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
原
料
で
あ
る
塩
化
ビ
ニ
ル
樹

脂
（
以
下
塩
ビ
）
と
地
球
環
境
保
全
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
20
種
類
以
上
が
作

ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
出
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
使
用
後
の
包
装

材
や
容
器
な
ど
が
大
量
の
ゴ
ミ
発
生
源
の
一
つ

に
な
り
、
使
い
捨
て
社
会
の
象
徴
の
よ
う
に
い

わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

素
材
や
製
品
の
製
造
段
階
か
ら
使
用
、
廃
棄
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
至
る
全
工
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
投

入
と
環
境
負
荷
を
総
合
的
に
分
析
・
評
価
す
る

「
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）」
と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
沿
っ

て
塩
ビ
と
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
地
球
環
境
へ

ど
の
よ
う
な
負
荷
を
与
え
る
か
を
検
証
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

先
ず
製
造
段
階
で
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

最
初
の
原
料
は
石
油
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
原
料
を
１
０
０
％
石
油
に
依
存
し

て
い
ま
す
が
、
塩
ビ
の
原
料
は
40
％
が
石
油
で
、

残
り
の
60
％
は
地
球
に
無
尽
蔵
に
あ
る
食
塩
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
比

べ
、
塩
ビ
は
限
り
あ
る
石
油
資
源
の
節
約
に
役

立
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
図
１
の
通
り
、
塩

ビ
は
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
比
べ
製
造
に
と
も

な
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
く
、
こ
の
点

で
も
石
油
資
源
を
節
約
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

省
資
源
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

使
用
段
階
で
す
が
、
図
２
に
各
種
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
使
用
年
数
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
塩
ビ
は
半
分
以
上
が
15
年
以
上

Ｌ
Ｃ
Ａ
で
検
証
す
る
、

地
球
環
境
保
全
に
対
す
る

塩
ビ
の
価
値
。

家

へ

の

視

点
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発泡ポリスチレン 

低密度ポリエチレン 

ポリスチレン 

ポリプロピレン 

高密度ポリエチレン 

ペット樹脂 

塩化ビニル樹脂 

0　　　10　　　20 　　30　　　40　　　50 　　60　　　70　　　80

72.4

69

68.6

68.2

65.7

60.2

45.2

　図1　プラスチックの製造にともなうエネルギー消費量 
（社）プラスチック処理促進協会「石油化学製品のLCAデータ調査報告」より作成 

消費エネルギーMJ

塩化ビニル樹脂 

ポリプロピレン 

高密度ポリエチレン 

低密度ポリエチレン 

ポリスチレン 

ABS樹脂 

ペット樹脂 

0　　　　　 20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　　100
使用年数比率（％） 

15年以上 2年以上～15年 2年以下 その他 

図２　プラスチックの使用年数 
経済産業省「合成樹脂需要構造調査報告書」及び市来秀一」JETI、47、9より作成 

北米材　 ロシア材　 欧州材　 チリ材　 NZ材　 地域材 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0

１
k
あ
た
り
の
原
油
消
費
量
（
r
） 

製造過程の 
消費エネルギー 

輸送過程の 
消費エネルギー 

　図５ 輸入木材のエネルギー消費 
（循環社会と輸入木材の輸送過程消費エネルギー「木材工業」vol. 55 No. 6） 
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36

35

36

218

36
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36
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5

36

エネルギー消費（MJ×10-1） 

　地球温暖化 
（二酸化炭素の負荷を１としたときの数値） 

図４　各種サイディング1g当りの地球環境への負荷 
鳥取環境大学　木俣信行教授による評価 

木質系（輸入） 

木質系（国産） 

　　　　窯業系 

　　　 金属系 

　　　 塩ビ系　 

0　　10　　20　　30　　40　　　50　　60　　70　　80
LCAインパクト評価 

 

0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60

　　　 塩ビ製パイプ 

　　 農ビ（塩ビ製） 

農ビ（ポリエチレン製） 

56

51

17

リサイクル率（％） 

　　図3　塩ビ製品のマテリアルリサイクル 
　　塩化ビニル管・継ぎ手協会資料及び（社）日本施設園芸協会   
　「園芸用ガラス室・ハウス等の設置状況」より作成 

ム
に
は
限
界
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
開
発

途
上
国
そ
の
他
の
国
々
が
同
じ
よ
う
な
方
向
で

進
ん
で
い
る
現
状
を
見
る
と
な
お
さ
ら
の
こ
と

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
持
続
可
能

な
社
会
」
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
少
量
生
産

↓
製
品
の
長
寿
命
化
の
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転

換
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
即
ち
、
使
い
捨

て
で
は
な
く
、
も
の
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
い
、

無
駄
な
も
の
や
廃
棄
物
を
可
能
な
限
り
少
な
く

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。（
※
２
）

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
資
源
節
約
、
長
寿
命
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
地
球
環
境
保
全
に
優
れ
た

塩
ビ
は
建
築
材
料
と
し
て
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

●───参考資料
※１　山本信次：「近くの山で育った木で家を建てて

いきたい。」、家と人。9号 P56、2004、10号P52、

2005、11号P52、2005、リヴァープレス社

※２　佐伯康治：物質文明を超えて 資源・環境革命

の21世紀、コロナ社、2001

●───問い合わせ

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1

（六甲ビル8階）

（塩ビ工業・環境協会内）

TEL 03-3297-5782  

塩ビ工業・環境協会
http://www.vec.gr.jp/

樹脂サイディング普及促進委員会
http://www.psiding.jp/

樹脂サイディングや樹脂サッシは地球環境への負荷も小さい。



養
生
や
後
処
理
も

ほ
と
ん
ど
不
要

本
体
の
施
工
は
最
初
の
１
枚
を
ス
タ
ー
タ
ー

に
か
み
合
わ
せ
て
下
か
ら
上
へ
と
張
っ
て
い
き

ま
す
。
釘
や
ビ
ス
の
間
隔
は
４
５
０
ミ
リ
以
内

で
、
こ
の
場
合
も
釘
や
ビ
ス
は
１
ミ
リ
程
度
浮

か
せ
て
打
ち
ま
す
。
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
本
体
の
長

さ
は
４
メ
ー
ト
ル
弱
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
長
い

壁
面
に
は
、
縦
目
地
部
材
を
使
用
せ
ず
、
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
の
端
部
同
士
を
約
30
ミ
リ
重
ね
て
施

工
し
ま
す
。
重
ね
部
分
は
一
〜
二
つ
お
き
に
、

千
鳥
張
り
に
な
る
よ
う
に
張
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
重
ね
部
分
に
も
シ
ー
リ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん

（
写
真
２
）。
本
体
施
工
の
最
後
は
、
軒
天
が
水

平
の
場
合
は
図
４
、
図
５
に
示
す
よ
う
に
本
体

上
部
を
必
要
な
だ
け
カ
ッ
ト
し
、
切
り
欠
き
パ

ン
チ
と
い
う
専
用
工
具
で
表
側
に
爪
を
出
し
、

軒
下
に
取
り
付
け
た
ト
リ
ム
と
い
う
部
材
に
差

し
込
み
ま
す
。
強
風
な
ど
に
よ
る
剥
が
れ
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
部
分
の
施
工
を
確
実

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
軒
天
が
切
妻
の
場

合
は
図
４
に
示
す
よ
う
に
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取

付
け
、
そ
の
中
に
納
め
ま
す
。

開
口
部
の
下
は
本
体
上
部
を
カ
ッ
ト
し
、
軒

天
水
平
部
と
同
じ
よ
う
に
カ
ッ
ト
部
分
の
上
部

を
切
り
欠
き
パ
ン
チ
で
表
側
に
爪
を
出
し
、
開

口
部
下
の
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
に
ト
リ
ム
を
取

付
け
、
そ
れ
に
差
し
込
み
ま
す
。
開
口
部
の
上

は
本
体
下
部
を
カ
ッ
ト
し
、
同
じ
よ
う
に
施
工

し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
開

口
部
廻
り
の
施
工
が
多
少
面
倒
で
す
が
、
慣
れ

れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、
軽
量
で
あ
る
こ
と
、

シ
ー
リ
ン
グ
材
を
使
用
し
な
い
こ
と
、
材
料
が

丈
夫
な
の
で
、
切
粉
除
去
、
バ
リ
除
去
、
切
断

小
口
の
処
理
、
施
工
後
の
表
面
清
掃
、
欠
損
部

の
補
修
塗
装
な
ど
の
特
別
な
養
生
や
後
処
理
が

ほ
と
ん
ど
不
要
な
こ
と
な
ど
、
他
の
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
に
比
べ
、
施
工
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
長
所
は
シ
ー
リ
ン
グ

開
口
部
の
ト
メ
加
工
が

雨
仕
舞
の
ポ
イ
ン
ト

今
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
製
の

外
装
材
・
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
特
長
を
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
の
施
工
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
施
工
法
は
他
の
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
と
共
通
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
特
有
の
部
分
や
留
意
点
が
あ

り
ま
す
。
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
は
横
張
り
と

縦
張
り
が
あ
り
ま
す
が
、
横
張
り
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
の
基
本
的
な
施
工
法
を
次
に
記
し
ま
す
。

先
ず
、
下
地
工
事
で
す
が
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
だ
け
で
は
防
火
性
能
は
な
い
の
で
、
不
燃

下
地
材
と
の
組
合
せ
が
必
要
で
す
。
使
用
す
る

不
燃
下
地
材
に
よ
っ
て
施
工
法
が
多
少
異
な
り

ま
す
が
、
図
１
に
新
築
の
場
合
の
納
ま
り
図
の

一
例
を
示
し
ま
す
。
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
本

体
は
裏
面
が
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、
施
工
は
シ

ー
リ
ン
グ
を
し
な
い
オ
ー
プ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
構

法
な
の
で
、
通
気
層
が
必
然
的
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
通
気
の
た
め
の
胴
縁
工
事
は

必
ず
し
も
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の

場
合
も
既
存
壁
に
破
損
が
な
く
、
不
陸
が
な
け

れ
ば
、
胴
縁
を
使
用
し
な
く
て
も
済
む
場
合
が

あ
り
ま
す
。

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
部
材
か
ら
先
に
施
工

し
ま
す
。
図
２
に
出
隅
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
施
工

を
示
し
ま
す
。
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
温
度
の

変
化
に
よ
る
伸
縮
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
る

変
形
を
防
ぐ
た
め
に
各
部
材
の
端
部
同
士
や
壁

の
上
部
と
は
約
10
ミ
リ
離
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
温
度
変
化
に
よ
る
伸
縮
に
追
随
で
き
る

よ
う
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
本
体
や
部
材
に

は
、
幅
４
ミ
リ
、
長
さ
約
30
ミ
リ
の
横
長
の
穴

が
設
け
て
あ
り
、
こ
の
穴
を
利
用
し
て
釘
や
ビ

ス
の
頭
を
１
ミ
リ
程
度
浮
か
し
て
止
め
ま
す
。

使
用
す
る
釘
や
ビ
ス
は
、
部
材
が
穴
か
ら
抜
け

な
い
よ
う
頭
径
が
８
ミ
リ
以
上
の
も
の
を
使
用

し
ま
す
。
出
隅
の
最
上
部
の
穴
に
は
下
に
ず
れ

な
い
よ
う
に
最
上
部
に
釘
や
ビ
ス
を
打
ち
ま
す
。

そ
の
後
は
３
０
０
ミ
リ
ピ
ッ
チ
で
、
穴
の
中
央

部
に
打
ち
ま
す(

入
隅
も
同
様
に
施
工)

。

軽
量
で
シ
ー
リ
ン
グ
材
も
不
要
。

手
間
が
か
か
ら
な
い
、

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
施
工
。 家

へ

の

視

点
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●───問い合わせ

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1

（六甲ビル8階）

（塩ビ工業・環境協会内）

TEL 03-3297-5782  

●───参考資料

塩ビ工業・環境協会
http://www.vec.gr.jp/

樹脂サイディング普及促進委員会
http://www.psiding.jp/

不燃断熱材

写真１樹脂サイディング開口部廻りの施工
（本体と色を変えるとデザインが引き立つ）

写真２ 樹脂サイディングの重ね施工

構造用合板

図１ 樹脂サイディング使用外壁の一例

図３　Ｊチャンネルトメ加工による
開口部廻りの施工

図２　出隅、スターターの施工

図５　切り欠きパンチによる爪出し

図４　軒天部分の施工

断熱材

防風層
（防水シート）

土台

基礎

スターター

樹脂サイディング

材
を
使
用
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雨
仕
舞

が
よ
い
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
次

回
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
施
工
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
普
及
促
進
委
員
会
（
参

考
資
料
）
所
属
の
各
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
メ
ー
カ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

300㎜以内

300㎜以内

10㎜

10㎜

曲げる

曲げる

開口部下

300㎜以内

軒天水平部

トリム

出隅

Ｊチャンネル

軒天切妻部

本体

トリム部分
断面構造

コーナー上部

Ｊチャンネル

コーナー下部

最上部に

入隅も同
様に施工

中心部に

墨出し

出隅 スターター

開
口
部
廻
り
は
図
３
に
示
す
よ
う
に
断
面
形

状
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｊ
に
似
た
Ｊ
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
い
う
部
材
を
廻
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

開
口
部
の
コ
ー
ナ
ー
は
所
謂
ト
メ
加
工
を
し
ま

す
。
ト
メ
加
工
は
手
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
、
メ
ー
カ
ー
で
は
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
同

じ
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
雨
仕
舞
に
と
っ
て
ト
メ
加
工
の
折
り

曲
げ
部
分
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
ト
メ
加
工

の
ほ
う
が
見
栄
え
も
よ
い
の
で
、
ト
メ
加
工
を

お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
開
口
部
と
Ｊ
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
間
に
も
一
切
シ
ー
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
。



し
、
こ
の
場
合
、
外
壁
内
外
に
圧
力
差
が
生
じ

な
い
よ
う
に
、
防
風
層
（
透
湿
・
防
水
シ
ー
ト

な
ど
）
を
確
実
に
施
工
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

雨
漏
り
の
３
番
目
の
要
因
は
慣
性
力
、
即
ち

気
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
雨
水
の
浸
入
で
す
。

図
４
に
示
す
よ
う
に
、
シ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
い

接
合
部
（
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
本
体
と
各
種
接
合
部

材
の
取
り
合
い
）
な
ど
の
隙
間
か
ら
気
流
に
運

ば
れ
た
雨
水
が
漏
れ
込
む
現
象
で
す
。
し
か
し
、

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
接
合
部
は
い
わ
ゆ
る
「
迷

路
」
に
な
っ
て
お
り
、
雨
水
は
接
合
部
材
の
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
落
下
し
て
し
ま
う
の
で
、
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
の
裏
面
に
回
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。重

力
に
よ
る
漏
水
で
す
が
、
こ
れ
は
地
球
に

引
力
が
あ
る
限
り
防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
重
力
は
逆
に
雨
水
処
理
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
13
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
下
か
ら
上
へ
と
か
み
合

わ
せ
て
張
っ
て
い
き
ま
す
が
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
本
体
の
か
み
合
せ
部
分
の
底
部
は
写
真
３

の
よ
う
に
雨
樋
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
お
り
、

更
に
底
部
に
は
一
定
の
間
隔
で
小
さ
な
穴
が
設

け
て
あ
る
の
で
、
万
一
雨
水
が
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

の
裏
面
に
漏
れ
た
と
し
て
も
底
部
を
伝
っ
て
移

動
し
、
穴
や
接
合
部
材
か
ら
直
ち
に
外
部
に
排

出
さ
れ
ま
す
。

防
水
と
雨
仕
舞
の
違
い

以
上
の
よ
う
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
雨
漏

り
防
止
の
手
法
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

構
法
は
、
ま
ず
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
裏
面
に
漏
れ

る
雨
水
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
と
と
も
に
裏
面

に
雨
水
を
残
さ
な
い
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く

雨
水
処
理
の
手
法
で
す
。

ま
た
、
万
一
雨
水
が
裏
面
に
多
少
残
っ
た
と

し
て
も
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
裏
面
は
通
気
性
が
よ

い
の
で
、
外
壁
内
部
は
容
易
に
乾
燥
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
安
比
高
原
（
岩

手
県
）
に
あ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
施
工
後
15
年
目

本
誌
13
号
で
、
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
シ
ー

リ
ン
グ
材
（
コ
ー
キ
ン
グ
材
）
を
使
用
し
な
く

て
も
雨
仕
舞
が
よ
い
（
雨
が
漏
れ
に
く
い
）
と

述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
壁
内
へ
の
雨
漏
り
の
要
因

外
壁
内
へ
の
雨
漏
り
の
主
な
要
因
に
は
、
毛

細
管
現
象
、
圧
力
差
、
慣
性
力
、
重
力
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
大
き
な
要
因
の
一

つ
は
、
毛
細
管
現
象
に
よ
る
外
壁
内
へ
の
雨
水

の
浸
入
で
す
。

毛
細
管
現
象
と
は
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
布

や
紙
の
よ
う
な
水
に
ぬ
れ
や
す
い
材
料
の
細
い

隙
間
に
水
が
重
力
に
逆
ら
っ
て
這
い
上
が
る
現

象
で
す
。
写
真
１
に
示
す
よ
う
に
、
窯
業
系
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
と
塩
ビ
板
に
細
い
切
れ
目
を
入
れ

て
水
に
浸
す
と
、
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
多

く
は
直
ち
に
切
れ
目
の
中
に
水
が
吸
い
上
げ
ら

れ
ま
す
が
、
塩
ビ
板
に
は
水
が
吸
い
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。
塩
ビ
製
で
あ
る
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

は
疎
水
性
（
水
に
ぬ
れ
に
く
い
性
質
）
で
、
毛

細
管
現
象
が
起
こ
ら
な
い
の
で
雨
漏
り
し
に
く

い
と
い
え
ま
す
。

雨
漏
り
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
は
外
壁

内
外
の
圧
力
差
に
よ
る
雨
水
の
浸
入
で
す
。
図

２
に
示
す
よ
う
に
、
暴
風
雨
の
と
き
な
ど
屋
外

側
の
気
圧
が
屋
内
側
の
気
圧
よ
り
高
く
な
る
と

漏
水
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
樹
脂
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
は
シ
ー
リ
ン
グ
材
を
使
用
し
な
い

オ
ー
プ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
構
法
（
写
真
２
）
と
い

う
施
工
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
図
３
に
示

す
よ
う
に
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
内
外
の
圧
力
差
が
小

さ
く
、
漏
水
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

シ
ー
リ
ン
グ
材
に
頼
ら
ず
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
最
小
限
。

雨
仕
舞
の
よ
い
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
。

家

へ

の

視

点
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●───問い合わせ

樹脂サイディング普及促進委員会

東京都中央区新川1-4-1

（六甲ビル8階）

（塩ビ工業・環境協会内）

TEL 03-3297-5782  

●───参考資料
・石川廣三：雨仕舞のしくみ

基本と応用，彰国社，2004

・樹脂サイディング
普及促進委員会
（塩ビ工業・環境協会内）
ホームページ
http://www.psiding.jp/

図３　オープンジョイント構法の概念図

図４　樹脂サイディングの接合部材による迷路 図２　気圧差による雨水の浸入

図１　毛細管現象による
雨水の浸入

写真１ 毛細管現象実験
幅１ミリの切れ目を入れた厚さ
12ミリの窯業系サイディングの
試験片Aおよび塩ビ板Bを食紅で
着色した水に浸す。

写真2 樹脂サイディングのオープンジョイント
1出隅、2J-チャンネル、3入隅
これらの接合部にはシーリングをしない。

写真3 樹脂サイディング本体の接合部
曲げられた底部に小さな穴がある。

写真4 押し縁下見板張りの外壁
シーリングしなくても雨漏りしない。

高い気圧
（屋外）

1

2 3

低い気圧
（屋内）

水膜

サイディング
本体

オープンジョイント
（シーリングしない接合部）

接合部材

にじみ

防風層

樹脂サイディング

等圧空間
（圧力差小）

の
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
内
側
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
防
風
層
を
止
め
て
あ
る
鉄
製
の
ス
テ
ー
プ

ル
（
タ
ッ
ク
）
が
ま
っ
た
く
錆
び
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が

い
か
に
漏
水
し
に
く
く
、
裏
面
が
乾
燥
し
や
す

い
か
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
古
く
か
ら
下
見
板
張
り

（
写
真
４
）
や
瓦
の
雨
漏
り
防
止
の
基
本
手
法
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
雨
仕
舞
」
と
い
う
用

語
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
は
「
防
水
」
と
い
う
用
語
を
用
い
ま

す
が
、
防
水
と
雨
仕
舞
と
に
は
工
法
原
理
に
基

本
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
防
水
は
シ
ー
リ
ン

グ
材
な
ど
水
を
通
さ
な
い
材
料
を
使
っ
て
建
築

物
表
面
の
隙
間
を
埋
め
、
力
ず
く
で
水
を
止
め

る
手
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
雨
仕
舞
は
部
位
や

部
材
の
形
態
と
配
置
の
工
夫
に
よ
っ
て
表
面
や

隙
間
の
雨
水
を
適
切
に
処
理
し
、
不
具
合
の
発

生
を
防
ぐ
と
い
う
手
法
で
す
。

防
水
に
用
い
る
シ
ー
リ
ン
グ
材
な
ど
の
防
水

材
料
は
一
般
に
耐
用
年
数
が
短
く
、
長
期
間
の

使
用
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
繰
り
返
し
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
一
方
、
防
水
材
料
に
頼
ら
な
い
雨

仕
舞
は
最
小
限
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
済
ま
す
こ

と
が
で
き
る
確
実
で
信
頼
性
が
高
い
雨
水
処
理

の
手
法
で
す
。
そ
し
て
、
シ
ー
リ
ン
グ
材
な
ど

の
防
水
材
料
を
用
い
な
い
オ
ー
プ
ン
ジ
ョ
イ
ン

ト
構
法
を
採
用
し
て
い
る
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

は
、
ま
さ
し
く
雨
仕
舞
の
よ
い
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



家

へ

の

視

点

外
壁
に
求
め
ら
れ
る
防
火
性
能
と

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
燃
焼
性
。

　

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
材
料
で
あ
る
塩
化
ビ

ニ
ル
樹
脂
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
種
で
す
か
ら
、

火
災
や
防
火
に
つ
い
て
の
規
制
が
気
に
な
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
樹
脂
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
と
防
火
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

外
壁
構
造
と
法
規
制

　

建
築
物
を
建
て
る
場
合
、
①
建
築
す
る
地
域
、

②
建
築
物
の
規
模
（
面
積
、階
数
）、③
用
途
（
戸

建
住
宅
、
共
同
住
宅
、
ホ
テ
ル
、
集
会
場
な
ど
）

に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
外
壁
構
造
が
違
い
ま
す
。

規
模
と
用
途
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す

が
、
図
１
に
防
火
に
関
す
る
地
域
の
区
分
を
示

し
ま
す
。「
防
火
地
域
」お
よ
び「
準
防
火
地
域
」

は
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
市
町
村
が
指
定
す

る
地
域
で
す
。
前
者
は
駅
周
辺
な
ど
都
市
の
中

核
と
な
る
建
築
物
の
密
集
地
域
で
す
。
後
者
は

都
市
の
中
核
と
郊
外
の
住
宅
地
と
の
中
間
の
地

域
で
す
。
準
防
火
地
域
の
外
側
に
あ
る
地
域
で

都
市
計
画
上
の
地
域
で
は
な
く
、
建
築
基
準
法

第
22
条
に
基
づ
く
地
域
を
「
22
条
区
域
」
と
い

い
ま
す
。

　

図
２
に
外
壁
構
造
に
つ
い
て
の
建
築
基
準
法

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。
ま
ず
、
法
律
で
要

求
さ
れ
る
性
能
が
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築

物
の
規
模
や
用
途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
防

火
地
域
で
は
、原
則
「
耐
火
構
造
」
ま
た
は
「
準

耐
火
構
造
」
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
準
防
火
地
域

で
は
、
原
則
「
耐
火
構
造
」
か
「
準
耐
火
構
造
」

に
、
木
造
建
築
に
つ
い
て
は
延
焼
の
お
そ
れ
の

あ
る
部
分
（
隣
地
境
界
線
か
ら
１
階
は
３
ｍ
 、２

階
は
５
ｍ
 の
範
囲
）
を
「
防
火
構
造
」
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
22
条
区
域
で
は
「
準
防
火

構
造
（
土
塗
壁
そ
の
他
の
構
造
）」
以
上
の
構
造

が
要
求
さ
れ
ま
す
。　
　

　

次
に
政
令
で
要
求
性
能
の
技
術
的
基
準
が

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
火
構
造
お
よ
び
準
耐

火
構
造
に
は
、
非
損
傷
性
（
規
定
の
時
間
以
内
、

規
定
の
温
度
以
内
で
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る

損
傷
を
生
じ
な
い
こ
と
）、屋
内
へ
の
遮
熱
性
（
屋

外
側
の
火
炎
に
よ
り
屋
内
側
の
温
度
が
規
定
時

間
以
内
に
規
定
温
度
ま
で
上
昇
し
な
い
こ
と
）、

屋
内
及
び
屋
外
へ
の
遮
炎
性
（
規
定
時
間
以
内

に
火
炎
を
出
す
お
そ
れ
の
あ
る
損
傷
を
生
じ
な

い
こ
と
）
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
防
火
構
造
お
よ

び
準
防
火
構
造
に
は
、
非
損
傷
性
、
屋
内
へ
の

遮
熱
性
、
遮
炎
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
関
係
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
技
術
的
基
準
を
満
た
す
も
の

と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

が
告
示
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

防
火
構
造
と
し
て
は
「
屋
外
側
に
あ
っ
て
は
鉄

網
モ
ル
タ
ル
塗
で
塗
厚
さ
が
１
・
５
㎝
以
上
の

も
の
」
な
ど
で
す
。

　

た
だ
、
建
築
基
準
法
で
は
外
装
材
に
つ
い
て

の
防
火
上
の
性
能
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
外
装
材
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
は
い

け
な
い
と
か
、
不
燃
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
規
制
は
な
く
、
外
装
材
か
ら
内
装
材
ま

で
の
外
壁
構
造
全
体
（
図
３
）
に
つ
い
て
の
防

火
性
能
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造

方
法
以
外
の
も
の
で
も
、
耐
・
防
火
構
造
と
し

て
性
能
試
験
を
受
け
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定

を
取
得
す
れ
ば
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
別
認
定
取
得
状
況

　

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
樹
脂
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
が
各
種
不
燃
材
と
の
組

合
せ
に
よ
り
、
準
防
火
構
造
と
防
火
構
造
の
国

土
交
通
大
臣
の
個
別
認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の
戸
建
住

●───問い合わせ
樹脂サイディング普及促進委員会
東京都中央区新川1-4-1
（六甲ビル８階）
（塩ビ工業・環境協会内）
TEL 03-3297-5782 

●──参考資料　　　　　　　　　 
塩ビ工業・環境協会
http://www.vec.gr.jp/
樹脂サイディング普及促進委員会
http://www.psiding.jp/ 
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図2　外壁に関する建築基準法のポイント

適合仕様　
国土交通大臣が定めた構造方法 国土交通大臣の認定

性能の定義
法律

政令

告示

要求性能の技術的基準

●防火地域
（都市計画法第9条第20項）
都市機能が集中している地
域（役所、銀行、郵便局、
交通ターミナル、オフィス等）
で、都市の中心市街地や幹
線道路沿いの商業・業務地
区等。

●準防火地域
（都市計画法第9条第20項）
防火地域の周辺の商業、業務
地区及び居住地区等。

●その他（建築基準法第21条）
無指定地域（ただし、木造につ
いては高さ13m以下、軒高さ9m
以下、延べ面積3,000㎡以下）

●22条区域
 （建築基準法第22条）
特定行政庁（市町村に建築主事
がいる市町村長、いない場合は都
道府県知事）が指定した区域。

図1　防火に関する地域区分
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図4　各種材料の自己着火温度

良
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塩化ビニル樹脂
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ポリプロピレン
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図5　各種材料の酸素指数

良

表1　外壁に要求される防火性能

構造
非損傷性

耐火構造
準耐火構造
防火構造
準防火構造

要求性能 遮炎性
屋内屋内 屋外

遮熱性

図3　樹脂サイディング使用外壁の一例

構造用合板
内装材

せっこうボード
又は構造用合板

断熱材

防風層（防水シート）

土台

基礎

不燃断熱材

樹脂サイディング

スターター

宅
に
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
外
装
材
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
個
別
認
定
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
普
及
促
進
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
燃
焼
性

　

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
材
料
で
あ
る
塩
化
ビ

ニ
ル
樹
脂
は
、
火
災
の
際
に
も
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
た
素
材
で
す
。

図
４
は
、
各
種
材
料
の
自
己
着
火
温
度
（
材
料

を
空
気
中
で
加
熱
す
る
と
燃
え
だ
す
温
度
）
を

示
し
た
も
の
で
す
。
紙
や
木
の
自
己
着
火
温
度

が
２
０
０
℃
〜
２
５
０
℃
で
あ
る
の
に
比
べ
、

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
自
己
着
火
温
度
は

４
５
０
℃
と
高
く
、
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
容
易

に
は
着
火
し
な
い
素
材
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

図
５
は
、
各
種
材
料
の
酸
素
指
数
（
材
料
が

燃
え
続
け
る
た
め
に
必
要
な
空
気
中
の
限
界
酸

素
濃
度
）
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
酸
素

指
数
が
21
（
空
気
中
の
酸
素
濃
度
﹇
％
﹈）
以

上
で
あ
れ
ば
継
続
的
に
燃
焼
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
酸
素
指
数
が
45

と
大
き
く
、
他
の
可
燃
物
の
炎
と
接
触
し
て
い

な
け
れ
ば
燃
え
続
け
る
こ
と
が
な
い
、
優
れ
た

自
己
消
火
性
と
い
う
性
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
は
燃
え
に
く

い
、火
災
の
危
険
性
の
少
な
い
素
材
と
い
え
ま
す
。

1516　　「家と人。」15号（2007年9月）
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機
能
性
と
意
匠
、普
遍
性
を
考
慮
し
た

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の

デ
ザ
イ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
。

住
宅
の
形
状
に
合
わ
せ
て

外
観
の
個
性
を
演
出
す
る

　

内
装
に
関
し
て
は
、
空
間
全
体
の
色
合
い
や

素
材
の
組
み
合
わ
せ
等
で
も
こ
だ
わ
る
人
が
多

い
の
で
す
が
、
外
装
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
ル

ー
ル
を
お
さ
え
て
お
け
ば
、
ビ
ル
ダ
ー
や
設
計

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
ス
ム
ー
ス
と
な
り
、
自

分
の
個
性
の
演
出
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
樹

脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
意
匠
性
に
つ
い
て
は
本
誌

10
号
で
も
述
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら

に
基
本
に
立
ち
戻
り
、
外
観
デ
ザ
イ
ン
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
張
り
分
け
に

よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
住
宅
の
外
観
に
つ
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
大
き
く
分

け
る
と
和
風
と
洋
風
、
最
近
に
な
っ
て
人
気
を

集
め
て
き
た
モ
ダ
ン
、
そ
し
て
和
風
と
洋
風
の

中
間
的
な
も
の
、
モ
ダ
ン
と
和
風
、
モ
ダ
ン
と

洋
風
な
ど
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
分

類
が
難
し
い
ほ
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在

し
ま
す
。
一
口
に
洋
風
と
い
っ
て
も
北
欧
、
南
欧
、

英
国
、
北
米
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
し
、
和
風
の

な
か
に
も
数
寄
屋
を
は
じ
め
、
町
家
、
古
民
家

な
ど
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
、
和
風
＋
モ
ダ
ン
、

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
と
日
本
の
古
民
家
ス
タ
イ

ル
の
融
合
と
い
っ
た
具
合
に
、
ア
レ
ン
ジ
次
第

で
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

樹
脂
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
耐
久
性
に
優
れ
て
い

る
反
面
、
レ
ン
ガ
や
木
材
と
は
異
な
り
、
時
間

を
経
る
こ
と
で
の
風
合
い
に
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
が
、
耐
久
性
の
高
さ
ゆ
え
に
、
普
遍
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
で
き
る
外
装
材
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

異
な
る
色
、
質
感
、
あ
る
い
は
図
に
示
し
た

張
り
分
け
や
他
の
建
材
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
も
、
造
形
的
な
印
象
は
も
ち
ろ
ん
、
立

体
感
や
グ
レ
ー
ド
感
ま
で
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
基
本
を
覚
え
て
お
く
だ
け
で
も
、
外

観
デ
ザ
イ
ン
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

住
宅
の
基
本
要
素
と
し
て
、
性
能
、
機
能
と

と
も
に
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
性
も
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
欧
米
諸
国
で
は
、
建
築
物
は
社
会
資

産
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
街
並
み
の
景
観
を

維
持
す
る
た
め
に
、
外
観
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の

に
も
厳
し
い
規
制
を
設
け
て
い
る
国
さ
え
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
個
性
の
追
求
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社
会
性
や
普
遍
性
と
い
う

視
点
も
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

●エリアデザイン
テラス壁面のエリアだけをテラスと同じ素
材と色として造形美を演出した。シンプル
なデザインに徹しながら、テラスとデッキの
エリアを強調することで、庭とのつながり、
陽光を意識したデザインとなっている。

●垂直デザイン
張り出した垂直部分を色分けし、のびやかなイメージにし
た外観。強調された縦のラインに重厚感のある窯業系を用
い、他はすべて樹脂サイディングならではのスマートさで
抑制。施主の個性が、景観のなかに嫌みなく溶け込んでいる。

●水平デザイン
水平ラインならではの奥ゆかしさと静けさ、そ
して安定感。腰壁の高さなどで上下に張り分け
るシンプルな手法だが、そのナチュラル感が街
並みに自然に溶け込み、潤いを与えている。

ツートンカラーのシンプルな外観は、飽きのこない普遍性を有して
いる。あえて淡い色を使うことで、敷地の植栽の葉の色とも馴染み、
軒下につくり出される陰影が、外観に爽快な表情を与えている。

●マンションでの採用例
優れたデザイン性と、ほぼメンテナンスフリーともいえるその耐久性が高く評価され、マ
ンションや公共施設での採用も増えてきた。マンションなど、大規模な集合住宅ではむし
ろ、個性の強いデザインの抑制も求められるが、色彩バリエーションの豊富な樹脂サイディ
ングは、あらゆるデザインケースに幅広く対応が可能となる。

●凹凸デザイン
凸面を強調しながら素材と
色を明確に張り分け、立体
感を表現した重厚で安定感
のある外観。凹凸に応じた
色の使い分けで奥行きを感
じさせ、外観に深みをつくり
だしている。縦長の開口部
をメインに、ファンライト、
ボウウインドを採用すること
で、洋館のイメージがさらに
強調された。
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●───問い合わせ
樹脂サイディング普及促進委員会
東京都中央区新川1-4-1　六甲ビル８階
（塩ビ工業・環境協会内）
TEL  03-3297-5782
http://www.psiding.jp/

樹脂サイディングの
張り分けによるデザイン

家

へ

の

視

点




